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誌名変更・復刊の挨拶i開発者の生産性を追及するn晴朗肋H格

定期購読の申し込み依頼すら．あったにもかかわらず（実話）、創

刊号で休刊となったBC MAGAZINEであるが、関係者のご厚

意により誌名を変更して復刊することになった。復刊のために

ご支援いただいた関係各位には、心より感謝する次第である。

さて、昨年度のコンピューター界の最大の話題といえばやは

りWindows95の出荷ということになるだろう。さらに、イン

ターネットの急速な普及や、IBMによるロータスの買収、ごく

最近ではノベルからコーレルにアプリケーション事業部が売却

されるなど、かつてない激動の年だったと言える。

本誌の主題である開発ツールにおいても新星が登場した。い

うまでもなくDelphiである。16ビットのビジュアルツールと

してはかなり後発だったが、その高い生産性が認められ今や開

発ツールの主流のひとつになっている。

Delphiは、「ビジュアルツールで作成したものは遅くても仕

方がない」という既成概念をくつがえす重要な製品となった。

新誌名DMAGAZINEもこのエポックメイキングな製品の頭文

字を拝借した。DMagazineには、Developel・SMagazineという

意味もある。創刊以来貫かれている開発者の生産性を追及する

という意味が込められているのである。

前号のEditor，sChoiceに輝いたBorlandC十十も、バージョン

アップが待ち構えている。こちらも単なる32ビット化にとどま

らない大幅な機能アップが施されている。

なお、紙面が限られているのでそれぞれの特集がかなり限定

的なものになっていることをあらかじめお断りしておく。また

前号同様、製品の評価が独断的あるいは一方的であることは、

あらかじめご了承願いたい。

［特集］オブジェクト指向と生産性の向上　　oop普及委員会

「生産性が上がるそうだが、何のことだかよくわからない」

かつて、オブジェクト指向プログラミング（00P：Object

OrientedProgramming）はこう思われていました。いや、今で

もそう考えている方がいるかもしれません。特に手続き型プロ

グラミング言語に慣れた方には、既存の知識がかえって00Pへ

の移行の邪魔になることがあります。また、00Pに過大な期待

を抱いてしまい、いざ実践するときにとまどってしまう方もい

らっしゃるでしょう。しかし、00Pはいまや開発の主流として

さまざまな場面で使われています。00Pの基礎と生産性につい

て見直してみることにします。

00Pの基経

00Pの要素にはカプセル化、継承、多態性（ポリモーフイズ

ム）という特長があります。

カプセル化は、C十十やObjectPascalでクラスとして実現され

ています。クラスは、00Pにおけるオブジェクトの表現です。

プログラムの要素の材料（データ）と手順（コード）をひとまとめ

にし、あたかも小さいアプリケーションのように機能します。

たいていの場合、外部とのやりとり（インターフェース）はメンバ

関数とかメソッドといったクラスに依存する手続きによって実

現されます。Borland C十十のObjectWindowsやVisual C十十の

MFCをはじめ、さまざまなクラスライブラリがクラスを提供し

ているため、開発者はこれらのクラスを利用して自分がすべき

負担を軽減できます。

また、VBXと呼ばれるVisualBasicコントロールもオブジェ

クトのひとつとみなしてよいでしょう。VBXには、プロパティ

とメソッドというインターフェースがあり、特定の機能がVBX

の中に実装されています。Delphiのコンポーネントも同様です。

実際、DelphiのコンポーネントはObjectPascalのクラスとし

て実装されているものです。

継承は、クラスに新しい機能を追加するためのものです。ア

プリケーションの機能を拡撮するときに、既存のプログラムコ

ードを複製して新たなデータ項目や機能を追加することはでき

ます。しかし、直接既存のプログラムコードを変更すると、従

来のプログラムと互換性がなくなってしまうばかりか、デバッ

グ作業もすべてやり直しになってしまいます。継承を使えば、

必要な部分だけを新たに追加して、既存の部分については従来

のプログラムコードをそのまま利用できます。このため、デバ

ッグも追加した部分ですみます。

誤解のないように付け加えておくと、継承を使うからといっ

て既存のプログラムコードを変更してはいけないわけではあり

ません。既存のプログラムコードに拡張性が欠けていたり、修

正した方がよいという十分な理由があるなら、修正をためらう

ことはありません。そうして試行錯誤しながら、よりよいクラ

スライブラリができあがるのです。

継承は、00Pの最大の特長と言ってもよいでしょう。継承こ

そが、既存のプログラムコードの再利用性を高め、生産性を上

げる基礎になります。ビジュアルツールの中には、VBXやOCX

を使ったオブジェクトベースの開発はできても、きちんとした

00P言語を採用していないオブジェクト指向の開発ができな

いものがあります。たとえばDelphiはObjectPascalという

00P言語を採用しているため、こうした能力が十分に活かされ

ています。

多態性（ポリモーブイズム）は、動的バインディングとしてとら

えられることもあります。動的とは実行時という意味で、つま

り実行時に呼び出すメンバ関数が決められるというものです。

これは継承に密接に関係し、継承したクラスで上位のクラスの

機能を置き換えるものです。

なぜ00Pで生産解かあがるのか

ちょっと乱暴な言い方をすると「00P言語を使えば今日か

ら生産性があがるのだ」という発想は間違いです。「いや、Delphi

を買ってきたら、その日からいろんなことに利用できたよ」と

いう話はあるでしょう。でも、それはDelphiがたくさんのコン

ポーネントをあらかじめ持っているからです。

コンピュータから離れて家計簿をつけることを考えます。と

りあえず、今日の分の入金・出金をメモしておくために、チラ

シの裏を使うことにしました。しかし、毎日チラシの裏にメモ

しておくだけでは、1週間、1カ月といった単位で集計するのに

不便です。そこで罫線が引かれたノートを使うことにしまし
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た。1日1ページに項目ごとに記入しておけば、集計も楽にな

ります。しかし、項目を並べて書いているだけでは後から分類

するのが大変です。そこで、項目を記入するたびに分類名も記

入できる欄が入ったノートを使うことにしました・・・

ちょっと強引ですが、あなたはノートを買いに行くのが面倒

でチラシの裏を使うようなプログラムを書いていないでしょう

か。プログラムがその場限りのものなら、チラシの裏でもかま

いません。しかし、そのプログラムを後の資産として活かした

いのであれば、よりまともな方法をとるべきです。

00Pの話に戻ります。家計簿を付けるためにノートを買うの

は、プログラムを開発するためにコンポーネントを使うような

ものです。チラシの裏に定規で罫線を引くように、自分で最初

からプログラムを書いてもよいのですが、あるものを使った方

が便利でしょう。コンポーネントは便利なのですが、新たに分

類を付け足したくなったらどうすればよいでしょう。

単なるコンポーネントベースの開発ツールの限界はここにあ

ります。もちろん、分類付きの別のコンポーネントを探すこと

もできるでしょう。でも、それが今まで使っていたものと互換

性がなければ、すべてやりなおしです。

00Pをきちんと実現した環境であれば、たとえ自分の望むコ

ンポーネントがなくても、既存のコンポーネントから新しいコ

ンポーネントを作成できます。当然、既存のコンポーネントが

持っているすべての要素が継承されますから、追加した部分に

ついてだけ互換性について配慮しておけばよいのです。

もし、何ひとつコンポーネントがなくても、コンポーネント

を作る環境さえそろっていれば、時間はかかっても試行錯誤し

ながらでも必要なコンポーネント組み立て、階層化していくこ

とができるでしょう。アプリケーションが00Pで開発されてい

れば、継承が使えますから機能も容易に拡張できます。これは、

単なるコンポーネントベースの組み合わせでは、絶対にまねの

できないことです。最初のうちはコンポーネントを組み合わせ

て簡単にプログラムができるかもしれません。しかし、顧客が

要求する改良をコンポーネントが満たさなければ、要求を満た

すコンポーネントを探して、最初から設計をやりなおすか、プ

ログラミングでむりやりなんとかするか、それとも「これは、

処理系の限界ですからねえ」と顧客を納得させるしかないので

す。長期的にプログラムを改良し続けるつもりなら、今すぐ

00P環境を手にいれるべきです。

また、あなたが仕事を依頼するのであれば00P環境を使って

いる人に依頼すべきです。00P環境を使いこなしている開発者

なら、アプリケーションは長期的な改良にも耐えうるものにな

るからです。

クラスライブラリの重要建

さて、前言を翻すようですが、00Pのコンポーネント、つま

りクラスの品質が高ければ、00Pの価値も高まります。なぜな

ら、00Pはクラスを拡張する形でアプリケーションを構築して

いくため、00Pの品質がそのままアプリケーションの品質に反

映されるからです。

クラスは、開発者のすべき仕事を肩代わりしてくれるものだ

と言えます。古典的なライブラリ関数群と違い、開発者はクラ

スの能力を活かしたまま継承によって機能を拡張できます。そ

れだけにクラスの設計がまずければ、設計を見直さない限り継

承したアプリケーションの品質が

向上することはありません。

もちろん、クラスライブラリが豊

富な機能を持っているかどうかと

いうことも重要です。クラスが開発

者の仕事を肩代わりするものなら

ば、いろんな仕事を肩代わりしてく

れる方が生産性を高めるというこ

とに議論の余地はありません

Edii鵬C170由一De的i2．0＆BolねndC十十5．0

以上のことを考察すれば、本誌が

勧める開発ツールに選択の余地はあ

りません。ポーランド製のDelphi2．0

とBorland C十十5．0は、いずれも自

分自身を作るために開発した高い品

質のクラスを豊富に提供しています。

Delphi2．0は、ユーザーインター
フェースやデータベースアクセスの

ための豊富なコンポーネントを提供

しています。また、ビジュアルなフォームの継承やオブジェク

トリポジト1）など既存の資産を活かす仕組みが整っています。

BorlandC十十5．0は、C十十の多重継承を活かしたクラス階層を

持ち、Doc／Viewなどのプログラミング指向のクラスやWindows

APIをカプセル化しただけでない独特のクラス、さらに　ANSI

C十十の標準C十十ライブラリを提供しています。

いずれの製品も、完全な00P言語を採用しており、前述した

00Pの特長を活かして生産性を高めることができます。それぞ

れの製品の特長については、次ページ以降をご覧ください。

［D MAGAZエNE SPECエAL］Javaの話　　　　　Javacoffee普及委員会

インドネシアの首都ジャカルタ。バタビアと呼ばれた1945

年までのオランダ統治から独立し、人口は800万強に急増。こ

の大都市は、大スンダ列島に属するジャワ島北西部にある。ジ

ャワはコーヒーの名として知られているが、石油・錫などの鉱

物資源にも富む12．6万平方キロメートルの島である。仏教、ヒンズー

教、イスラム教の他、ヨーロッパ文化が伝来し人口密度も高い。

ジャワは英語でJava。日本では大塚ビバレッジの清涼飲料

JAVATEAにもあるとおりジャワ（爪畦）と読まれるが、英語

読みではジャバとなる。ちなみにジャワ島の人はJavanese。し

ゃべる言葉もJavanese。一字違いで大違いといった趣もあり、

なにやら親近感を覚えてしまうのはきっと気のせいだろう。

Javaneseは、古代にはサンスクリット語、中世にはアラビア

語・オランダ語の影響を受け、相手の階級に応じて言葉を使い

分けるのだそうだ。まるで日常語と敬語を使い分ける某国のよ

うではないか。ついでに、ジャワでとれる米はJavanicaといい、

粘り気のあるJaponica米と似ているそうだ。（8ページ先頭へ）

DMAGAZINE1996Apri13



英語版総力レポートPa．tl DeSPhi2，O visua，。町．ammin。普及委員会

昨年3月に英語版が、9月には日本語版が出荷され、ユニー

クな開発ツールとして注目を集めたDelphiの32ビット版が発

売されました。ページ数は限られていますが、開発のすばやさ

と作成したアプリケーションの高速性を両立したDelphiの最

新版では、何が改良されているのか、どんな性能の向上が見ら

れるのか紹介します。

幾筋窟化された32ビットネイティブユー方‘コンパイラの威力

80386が登場して8年以上になりますが、Pentium全盛の今、

Windows95の登場でようやく32ピットの真価を発揮する揚が

できました。たしかに、Windows95の中には大量の16ビット

コードが残っており、OSとしても16ビットからくる制約が残

っています。しかし、32ビットネイティブなアプリケーション

がまともに実行できるという意味は非常に大きいでしょう。そ

こで問題になるのが、32ビット開発ツールと言われるものがき

ちんとCPUやOSの能力を活かしているかということです。残

念ながら、開発ツールの中には16ビットアプリケーションを単

に32ビット化したものや、OSの機能をすべて利用していない

ものもあります。こうした開発ツールでは高速で利用価値の高

いアプリケーションは作成できません。

Delphi2．0には、32ビットCPUを活かした最適化を取り入

れ、OSの機能をすべて活かせるコンパイラが搭載されています。

まず、簡単なパフォーマンスチェックを見てみましょう。

次のプログラムは、加算を200000000回繰り返すだけの単純

なプログラムです。
function Sample：Longint；

Var

l，j：Longinti

begin

fori：＝l to　20000　do begin

Result：＝　Oi

for］：＝1t010000　do

Result：＝　Result　＋］；

endi

endi

Delphi2．0は、わずか3秒でこれを実行しますOentium

／133MHz）。ちなみに、16ビット版Delphi1．0での実行速度は

27秒でした。同じ環境で中間コードを使う別の32ビット開発

ツー）レで同様のプログラムを実行させたところ587秒かかりま

した。実に200倍近い実行速度の差があることになります。

Delphiはオーバーフローのチェックをしていないから速いん

じゃないか、と思われる方がいらっしゃるかもしれません。し

かし、Delphiでオーバーフローチェックのオプションを付けて

も、実行速度にほとんど違いはありません。

これはDelphiのビジュアルプログラミングを活かしたもの

ではありませんから極端な例かもしれませんが、逆にネイティ

ブコンパイラと中間コードコンパイラの違いが端的にあらわれ

ていると言ってよいでしょう。Delphiに移行して中間コードを

使うツールには戻れないという人が多いのも当然なのです。

もちろん、Delphi2．0のコンパイラは単に高速というだけで

はありません。Windows95やWindowsNTで提供されるマル

チスレッドなどすべてのWindows APIを利用できます。API

を利用するためにいちいちツールを呼び出す必要もありません。

OLEサーバーに限らず他の開発ツールと共有できる　DLLも作

成できますし、必要なら独自のコンポーネントも作成できます。

もし、あなたが仕事を依頼する側の立場で、納入されたプロ

グラムの速度が遅いと感じるようなら、開発に使ったツールが

中間コードを使っているものかどうか聞いてみるとよいでしょ

う。もしかすると、開発者は貴重な時間とコストを遅いアプリ

ケーションを作成するために費やしているのかもしれません。

大店に搬された0郎井ガPascal

Delphiのコンパイラは、単に作成したアプリケーションを高

速に実行できるだけではありません。プログラミングの利用範

囲をさらに広げるために、ObjectPascalにも拡張が施されてい

ます。紙面の都合で構文を基礎から説明する余裕はありません

が、新たに拡張された構文について紹介します。

まず、バリアント型がサポートされました。バリアント型は、

整数型、浮動小数型、文字列型、論理型、日付時間型に加え、

OLEオートメーションオブジェクトも保持できます。さらに、

任意の型に対する任意の大きさや次元の配列さえもバリアント

型で保持できるようになっています。通常、配列の要素はあら

かじめ範囲を決めておかなければなりませんが、バリアント型

を使えば、実行時に配列の大きさを決めることができます。次

のプログラム例は、バリアント型の任意サイズの配列をひとつ

のバリアント型変数に代入するプログラム例です。

・
r
学
書
誌
喜

V

 

e

Varianti

工nteger；

：＝　VarArrayCreate（は，3，0，9L VarVariant）i

重　工：＝　O t0　9　do A［1，工］：＝　エi

r　エ：＝　O to　9　do A［2，工］：＝　Sqrt（エ日

義　エ：＝　O to　9　do A［3，工］：＝　工ntToStr（E）；

他の処理系と異なり、0両ectPascalは常に変数を宣言してか

ら使うため、意図せずに変数がバリアント型になることはなく

型保障もされるため安全にバリアント型を利用できます。

また、従来255文字までに制約されていた文字列型は、2GB

（理論値）までの長い文字列を扱えるようになりました。従来

との互換性のためにShol・tStringという型もサポートされます。

長い文字列では、メモリが無駄遣いされないよう新しい仕組み

がサポートされています。文字列データは内容に応じてメモリ

が確保され、文字列はその領域へのポインタになります。文字

列はPCharに変換することなく、そのままWindowsAPIで利

用できます。また、単なる代入だけでは内容を転送せず、参照

カウントを使って同じ領域を共有します（文字列が変更される

と新しい領域が確保されます）。文字列処理は、場合によって

非常に高速かつ効率的に処理できるようになります。さらに、

Unicodeを扱うためのWideChar型やWideString型もサポー

トされています（※注UnicodeはシフトJISではありません）

また、財務計算などで誤差が生じないようにするための通貨

型（Currency）がサポートされました。

その他、Integerの16ビットから32ビットへの拡張にとも

なう　Smallintの採用や、DLLなどで他の処理系とのインター

フェースをとるためのstdcall修飾子などざまざまな拡張が、広

範囲のプログラミングに対応します。
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W肋の）WS95コントロールと新データ／ヾ－スコンボ’－ネンん活髄

Delphi2．0は、当然ながらWindows95の新しいコントロー

ルにも対応しています。Delphi2．0のコンポーネントパレット

のWin95ページには、Windows95の新しいコントロールに対

応する12種類のコンポーネントが登録されています。

コンポーネントの名前と目的は次の通りです。

・TabContl・01－TabSetと同様のタブセット

・PageContro1－マルチページダイアログのためのページ

・TreeView－オブジェクトリストをアウトラインで表示

・ListView－リストをカラム表示

・ImageList一一連のグラフィックイメージを管理する

・HeaderControl－Headerと同様のヘッダー

・RichEdit一書式付きで編集できるエディットコントロール

・StatusBar一動作状態を示すコントロール

・TrackBal・一段階付きでスライドできるコントロール

・ProgressBar－Gaugeと同様に進行状況を表示する

・UpDown・値の増減を制御する矢印付きボタン

・HotKey－コンポーネントへホットキーを割り当てる

これらを使って、Windows95のエクスプローラのようなス

タイルのユーザーインターフェースを容易に作成できます。

従来のTabSetやOutlineなどのコンポーネントもサポート

されているので、これらを使えばDelphi1．0の16ビットアプ

リケーションとDelphi2．0の32ビットアプリケーションとの

間でソースコードの互換性を保てます。

Delphi2．0では、データベース対応のコンポーネントも改良

されています。データを表形式で表示するDBGridコンポーネ

ントはフィールドごとに項目l）ストを登録しておき、そのフィ

ールドを編集するときに一覧を表示できます。また、［〟．．］ボタン

を付けて、独自の方法で編集させることもできます。
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さらに、DelphiDevelopel・2．0以上では、連続した領域に複

数のレコードを表示できる‾DBCtl・lGridという新しいコンポー

ネントがサポートされます。DBCtrlGridを使えば、好きなスタ

イルで複数のレコードを繰り返し表示できます。
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OCXとOLEオートメーションの効率轍眉

従来、Delphi1．0がVBXをコンポーネントとして登録できた

ように、Delphi2．0ではOCXをコンポーネントとして登録でき

ます。市販のOCXを利用して、Delphi2．0でのアプリケーショ

ン開発の生産性を一層高めることができます。

OCXを登録すると、自動的にObjectPascalのコードが生成

され、Delphi自身のコンポーネントと同様にOCXを使うこと

ができます。つまりObjectPascalの継承を使って既存のOCX

に新しいプロパティやメソッドを追加できるのです。

Delphi2．0ではOLEオートメーションのサーバーとコントロ

ーラーの両方を作成できます。Delphi2．0でOLEオートメーシ

ョンサーバーを作成するのは、コンポーネントを作成すること

に似ています。コンポーネントエキスパートに似たオートメー

ションオブジェクトエキスパートというツールを使うと、自動

的に　GUID　などのレジストレーション情報を含み、

TAutoObjectを基本クラスとする新しいオートメーションオブ

ジェクトクラスを定義したソースコードが生成されます。そし

て、次のように新しく追加された予約語automatedの後ろにプ

ロパティやメソッドを定義します。

TCountApp　＝　claBs（TAut00bject）

private

FCount：工nteger；

function GetCount：エnteger；

autonated

procedure　エncrement；

EIrope重tyCount：工ntegerreadFCounttlのriteGetCount；

endi

OLEオートメーションの制御は、さらに容易です。Delphi2．0

では、OLEオートメーションオブジェクトをCl・eateOLEObject

という関数で生成し、バリアント型の変数に代入します。次の

プログラムは、MS－Wordのオブジェクトを制御する例です。

▼ar

MSWord：Varianti

begin

MSWord：＝　CreateOleObject（IWord．Basici）；

MSWord．FileNew（iSamplei）弓

MSWord．（nsert（iHello，OLE Object！i）；

MSWord．FileSaveAs（iC：￥TEST．DOCl，．，iBorlandi）；

まとめ

Delphi2．0は、この他にもフォームの継承やデータベースエ

クスプローラなど、ユニークな特長を数多く実現しています。

しかし、最大の特長といえるものは、やはり高速な実行を実

現するネイティブコードコンパイラです。作成したものをCコ

ードに展開してコンパイルできるようなツールもあるようです

が、Delphi2．0では開発時点から最終版を作成するのと同じコ

ンパイラを使えるのです。いわゆるトランスレータ形式が不便

で好まれないことは、C十十処理系の歴史でもあります。

Delphi2．0の生産性の高さをいますぐ活用することが、激し

い競争に勝ち抜く最良の手段だと言えるかもしれません。
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英語版総力レポートPa．t2　BorIand C＋＋5。O c十十普及委員会

他の製品に先駆けて16ビット・32ピットの平行開発を実現

していたBorlandC十十ですが、これまで統合開発環境は16ビッ

ト環境のままでした。新たに発売されるBorlandC十十5．0では、

たんなる開発環境の32ビット化やWindows95対応にとどまら

ず、さまざまな機能の拡張が盛り込まれています。早速、この

新製品の概要について紹介します。

0昨dSc棚卸吋による易経のカスタマイズ

新しいIDE（統合開発環境）は、Windows95ユーザーインター

フェースを取り入れ、32ビットにネイティブ対応していますが、

従来どおり　32ピット・16ビットの平行開発の機能も維持して

います。階層化されたプロジェクトマネージャやTargetExpert

を使って、32ビットと16ビットのアプリケーションを同一プ

ロジェクトで開発できます。

Shol：Oelay－ShetOelayReSet　－　3．

SCOre一〇；

5hjpSLeft一（；

ga観賞）Ver－falSei
new5hlpCOuntdom＝0；

rreeloUr＿n）；

p t getBadJOCal（）；

m封ICPy（buffer．p〟！0）；

free（buf－h）；

／ナノGer rhe bIoCk back．

bし斤＿h－（Cha〃　つmalloC（；

unln高畠7izEd ddrJ　調う裏

Ac∞iimllW関memory（同edd般F肝iA21HI
00401EE8　push Oi‘00

00401EED push edl
OOIOIE塵　call stェC

職eleor cpp，201　stgt⊃py

00401EE8　push Oi‘004Ze
OO（DlEED DuSh∴∴edl

00401EF‘　push edl
00401g97　edll tree

00410008∴SD C3　09　00　01〕00

EBX OOC12と；PF I
ECX（，彬‘F2iAFI
EDX’時1時cc：ZF O
ESI・用宗1在SF O

この他にも、IDEはリソースエディタの統合、モジュールの

アタッチやマルチスレッド対応を含むデバッガの強化、バック

グラウンドコンパイルなど、さまざまな改良が施されています。

中でもIDEのカスタマイズ機能は、従来のTEMC（Turbo

Editol・Macro Compiler）に比べて飛躍的に向上しています。新

しいIDEでは、カスタマイズ用にObjectScriptingという機能

を搭載しています。ObjectScriptingでは、組み込み済みのクラ

スやC十十に似たcScript言語を使いIDEを自由に制御できます。

次は、ObjectScriptingを使った簡単なプログラム例です。

import　エDEi

hello（〉

t

IDE．Message（iiHello，World！”）；

）

IDEモジュールには、IDEApplicationクラス型のIDEとい

うオブジェクトが含まれており、ここではMessageメソッドを

使っています。IDEの［ScriptiRunIメニューでhelloOを実行す

ると、メッセージが表示されます。IDEを終了させたいのなら

IDE．QuitO；とするだけです。IDEのキーボードマネージャ

（Keyboal・dManager）を使えば、こうした処理を適当なキーに割

り当てることができます。

ObjectSciptingではIDEやEditor、DebuggerなどのIDE要

素が定義されています。これらのオブジェクトを使って

Borland C十十自身を直接操作し、自分の好きなようにカスタマ

イズできるのです。また、CScriptで外部のDLLを呼び出した

り、OLEオートメーションを使ってIDEを制御することもで

きます。この自由度は、他の開発環境では得られないでしょう。

0咋dW肌くわws工藤闇的な腰と互換解

Borland C十十に添付される　GUIクラスライブラリ

ObjectWindows（OWL）が単にWindows APIをグループ化した

だけのものではなく、00PやC十十言語の機能を活かしているか

について、前号で説明しました。今回、このOWLがバージョ

ン5．0となり、大幅に機能強化されました。

OWL5．0では、Windows95コントロール対応のクラス、ス

プラッシュ画面、ドッキングツールバー、アニメーション、分

割ウインドウ、WinSockやWinGのカプセル化、VBX／OCXの

サポートなど数多くの新しいクラスが追加されています。もち

ろん、レイアウトウインドウやDIBクラスなど、以前からある

ユニークなクラスも引き継がれてい．ます。

特に重要なことは、32　ビット専用と思われている　Windows

95スタイルのコントロールや16　ビット専用と思われている

VBXなどが32ビットと16ビットの両方で利用できるように設

計されているということです。BorlandC十十は、バージョン4．0

で32ビットに対応するときもプログラマに急激な32ビット化

を要求するのではなく、16ビットから32ピットへのスムーズ

な移行環境を提供してきました。この思想は、そのままOWL5．0

にも引き継がれています。対応するVBXのレベルも1－3まで

拡大されました。

リッチエディットやアニメーションなど一部のコントロール

を除けば、ページタブやツールチップ付きのコントロールバー

を使ったアプリケーションでも32ビットと16ビットでソース

コードを共有できるのです。また、VBXを使っているアプリケ

ーションを32ビットに移行する際に、対応するOCXが存在し

なくても、当面はVBXを32ビットで利用し、OCXがサポート

された時点で置き換えるということができます。

IDEに組み込まれたAppExpertを使えば容易にOWLアプ

リケーションのスケルトンを生成でき、ClassExpel・t，でのカス

タマイズができます。TargetExpertを使えば簡単な操作で32

ビットと16　ビットアプリケーションの切り替えることができ

ます。32ビットのアプリケーション開発に移行したからといっ

て、16ビットを完全に見捨ててしまう必要はないのです。

OWL5．0は、OWL1．0から2．0のような大規模な構造の変更

はありません。また、OLE2　プログラミングを効率化する

ObjectComponents Framework（OCF）やコンテナクラスライブ

ラリ①IDS）なども従来どおりサポートされています。このため、

既存のOWL2．0　プログラムは、ほとんど変更することなく

OWL5．0に移行できます。なお、Bol・landC十十5，0には、MFC

を使うためのバッチファイルも含まれているため、MFC　を

BorlandC十十5．0で再構築することもできます。

OWL5、0のサンプルプログラムは、EXAMPLES￥OWLディ

レクトリにも数多く含まれています。しかし、OWL5．0の実用

性を示す最も有意義な例はBorland C十十5．0　自身でしょう。

BorlandC十十5．0のIDEもOWL5．0を使って開発されたものな

のです。
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ANSIC十十厩務灘鰭

標準化に積極的に対応してきたBol・landC十十らしく、Borland

C十十5．0は、最新のANSI C十十に対応しています。従来の例外

処理や実行時型情報はもちろん、新たにSTLを含む標準C十十

ライブラリ、名前空間やbool、mutable、eXplicitなどの予約語

やマクロなどが提供されています。

Borland C十十5．0で提供される標準C十十ライブラリは、C十十

ライブラリメーカーとして実績のある　RogueWaveからライセ

ンス供給されるものです。これには、標準テンプレートライブ

ラリ（STL）をはじめ、文字列や複素数など豊富なクラスが含まれ

ます。プログラマは、データ構造やアルゴリズムを自作する代

わりに、標準C十十ライブラリを使うことで開発時間を節約でき、

プログラムを標準化に対応させることができます。

名前空間は、自作またはサードパーティ製のライブラリなど

で識別子が衝突しないようにするための仕組みを提供します。

名前空間は、nameSPaCeという予約語を使って定義します。

naneflpace Sample t

▼oid helloO t COut　＜＜．iHe110，World！一一　＜＜　endli）

）；

名前空間を定義しておけば、別のモジュールに同じhelloとい

う名前の関数があってもSample：：helloO；と明示的に名前空間

を指定して正しい関数を呼び出せます。しばしば呼び出す関数

であれば、

uBing Sample：：helloi

としておけばhelloO；だけで呼び出せるようにもなります。

boolは、まさに論理型をあらわします。従来、C十十では論理

値をあらわすためにint型を使ってきましたが、新しいC十十で

は論理型のためにboolという型を用意しました。これにともな

い、trueとぬIseも予約語になっています。

mutableは、クラスのメンバー関数のうちConst宣言されて

いるものからも変更できるデータメンバーを宣言するためのも

のです。通常、COnSt宣言したメンバー関数はどのデータメンバ

ーを変更することもできませんが、mutable宣言されたものだ

けは例外となります。

claes A t

Ilrutable int Counti

▼oid　エnc（Void）coaBt

（Count十十；）

主

explicitは、コンストラクタの初期化を明示的にしか実行でき
ないようにするものです。通常、単独引数を持つコンストラク

タは暗黙的に値の代入にも使えます。

claee X t X（int）i li

X a（0）i

a　＝li　／／OKl

しかし、eXPlicitを指定されたコンストラクタは、必ず明示的

にコンストラクタを記述する必要があります。

Claeさ　Ⅹ（e番plicit x（int）；）i

X a（0）i

a　＝1；　　／／BAD！

a　＝　Ⅹ（1日／／OK！

こうした標準C十十への積極的な対応が、プログラムの標準化

をすすめ、プログラムの将来性を高めることになります。

V梅UalDa由‘ねSe両店によるデータベースアプリケーションのビジュアル鶴舞

VisualDatabaseTooIsOTDBT）は、ごく簡単に言えばデータベ

ース対応のコントロール集です。

従来、Borland C十十でのデータベースプログラミングは、

Bol・landDatabase Engine①DE）を使ってAPIレベルで記述す

る必要がありました。しかし、VDBTを使えばリソースエディ

タで作成するダイアログボックスにデータベース対応コントロ

ールを配置するだけで、ParadoxやdBASEなどのローカルデ

ータからODBC経由でのデータ接続、SQLサーバーデータのア

クセスできるアプリケーションをビジュアルに開発できます。

そう、あたかもDelphiのようなデータベース開発が実現される

わけです。

VDBTは、BDEをカプセル化してテーブル、問い合わせ、デ

ータソース、ストアドプロシージャなどを実行するコントロー

ルを提供します。また、リストボックスやエディット、メモな

どの表示用コントロールを提供します。Delphiと同様、これら

は設計画面で実際のデータを表示できるため、いちいちアプリ

ケーションを構築せずにBorlandC十十のIDEの中でデータがど

のように表示されるかを確認できます。

まとめ

Borland C十十5．0の機能はここに書き上げたものだけではあ

りません。Pentium佃entiumProに対応しさらに改善された最

適化32ピットコンパイラ、IDEのデバッグ機能の強化、豊富な

コマンドラインツールなどすぐれた機能が盛り込まれています。

また、インターネット上のプログラミング言語として注目さ

れているJavaの開発ツールもバンドルされています。これは、

JDK（JavaDevelopmentKit）が使えるだけでなく、Java自身で

開発された独自のGUIデバッグやAppExpert仕）rJavaなどが

含まれます。

さらに、上位バージョンにあたるBorlandC十十Development

Suite5．0には、Javaのバイトコードを機械語に変換し、アプリ

ケーションの実行速度を数倍にも向上させるAppAccelerator、

見つけにくいメモリのバグを発見するためのデバッグツール

CodeGuard、アンインストールにも対応したインストーラ作成

ツールInstallShieldExpl・eSS、バージョン管理ツールPVCSが

含まれており、迅速なアプリケーション開発を推進します。

Borland C十十5．0は、新しい時代の高性能なプログラミング

環境として幅広く利用されるようになるでしょう。
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（3ページより）ところで、このJavaneseとは関係のない新しい

言語が誕生した。Javaという名の新しい言語が生まれたのは、

ジャワ島ではなく、日出ずるところの天子といえば聖徳太子だ

が何の関係もなく、SunMicrosystemsという米国の企業である。

Javaは、コンピュータ言語のひとつでありC十十に似た構文を

持つ。しかし、簡易性を目指すためポインタや多重継承をなく

し、メモリの解放も不要にした。このため、ちょっとしたプロ

グラミングミスによってシステムがクラッシュすることはない

（誤解はないと思うが、エラーは発生する）。重要なことは、きち

んとしたオブジェクト指向プログラミング（00P）をサポートし

ていることである。00Pの重要性については、2ページ以降の

特集でも紹介されている。また、マルチスレッドやネットワー

ク対応についても、すでにクラスが用意されていてこれらのた

めの複雑なプログラミングにも対応しやすい。

基本的にJavaコンパイラは、Java仮想マシン（JVM）のため

のバイトコードを生成する。このバイトコードは、いわば中間

言語のようなものでプラットフォームには依存しない。したが

って、Java環境があればWindowsでもMacでもUNIXでも

JavaアプリケーションIアプレットを実行できることになる。

現在、Javaが注目されているのは、インターネット上のプロ

グラミング言語としてである。急速に成長しているWorld－Wide

Webで利用するHTMLには、、Javaのアプレットを埋め込むこ

とができる（もちろんブラウザはJava対応でないといけない）

Javaアプレットがプラットフォームに依存しないことで、どの

プラットフォーム上でも同じようにアプレットが実行される、

さらにバイトコードは小さいのでネットワークのトラフィック

も増えない。しかも、ネットワークにおいて重要なシステムク

ラッシュを招く可能性が低いのである。Javaを使えば、インタ

ーネットの可能性はますます広がるだろう。

Javaが急激に取り上げられるようになり、Borland C十十5．0

ではGUIデバッガがバンドルされるなど環境の整備も進んでい

る。だが、単に流行ものだから取り上げるというのでは、Java

の真価は見えてこないだろう。むしろ、Javaの欠点が洗い出さ

れ、それらを充足する環境が整っていくことが、Java普及の鍵

になるのではないか。かつてCの欠点が残っているとか、洗練

されていないと言われたC十十も、TurboC十十／BorlandC十十が発

売され、さまざまな機能が取り入れられ、さらに標準クラスが

整備され、生産性の高い言語として成長していったのである。

［探究］アルファベット進化論
Assembler、AIgoi、Ada、APL、AWK、AztecC十十、Actor

BASIC、BoriandC十十、BorlandPascaI、BCPL

c、C十十、COBOL、CPL、CommonLisp、CASL、CodeWarrior

DeIph上dBASE、dBXL、Data”ghtC、DeSmetC

E碕ei

FORTRAN、FORTH、Fam時BASIC、Fred、FTL－ModuIa2

GnuC、GW－BASIC

HTML、HighC、HITECHC、Hu－BASIC

ISOPASCAL、iAPX86Assembier、Icon

Java、JavaScript、JanusAda

K－Prol0g、Kaba（Proiog）

Hsp、Lex、LOGO、Let’sC、La請CeC、LSIC、LotusScript

ModuIa－2、Mind、MASM、MS－Basic、MS－Fo巾an、MPWC

N88－BASIC

実在プログラマ

ObjectPascal、ObjectiveC、ObjectPAL、Occam、Oberon

PUi、Perl、P1010g、PenguinC、Perl、PowerC、PowerBasic

QuickPascai、QuickBasic、QuickC

REXX

SmaiItalk、Scheme、Simula、SymantecC十十、SQL

Tck／Tk、TurboProiog、TurboModuia－2、TopSpeedC、ThinkC

UItraC

VisualBasic、VisualC十十、VBA、VBS、VRML

WhitesmithC、Web、WordBasic、WatcomC／C十十

XBase

Yacc

ZohechC十十、Z80Assembier

この言語／処理系は実在する／した。

編集後期
幸か不幸か昨年に続き単発企画がとおった。社内はもちろん

だが、この企画が実現したのは、ソフトバンクCマガジン編集

部の寛容さがあってこそである。星野編集長をはじめとする編

集部の方、特にきっかけをくださった流王氏（元編集部）には

心から感謝の気持ちを表したい。実は、この構想は6年前から

あったのだが流王氏の「かまわないんじゃないですか」の一言

がなければ、永久に実現することはなかっただろう。

断るまでもないと思うが、ポーランドはこういうことだけに

力を注ぐようないい加減な会社というわけではない。事実、ほ

とんど深夜の作業で、レイアウトも単調であり、内容にも若干

深みが足らなかったのではないかとも思う。とりあえず、融通

のきかない製品しか出していない自由度に欠けた会社とは違っ

た雰囲気を楽しんでいいただければ幸いである。

ポーランドにとってもうひとつ重要なD、つまり　Database

アプリケーションであるdBASEとParadoxについて触れてい

ないのは、ページ数と本誌の経緯によるものでそれ以上の意味

はない。根拠のない噂（または嘘）によって、不当かつ腹立た

しい評価をまきちらきぬよう願いたい。

今回で本当の休刊にしたいところだが、2度あることが3度

あるかどうかは神のみぞ知るという心境である。　　　（0）

DMAGAZINE　96年4月1日号　　　　　　※注意　　本誌の内容について、弊社インフォメーションセンターまたはテクニカル

平成8年4月1日発行　　　　　　　　　　　　　　　　サポートでのお問い合わせはご遠慮ください。

制作・著作　ポーランド株式会社　　　　　　　　　　本誌で紹介された製品のカタログについては、以下までご連絡ください。

〒151東京都渋谷区笹塚1－64－8　笹塚サウスビル　ポーランド株式会社

TELO3－5350－9380　　FAXO3－5350－9369

AllBorlandproductnamesaretrademarksofBorlandInternational，Inc．

その他、会社名、商品名は一般に各社の商標または登録商標です。

DMAGAZINE1996Apri18


